
近隣散策

名古屋城（愛知県名古屋市）

　名古屋城は、徳川家康が天下統一の最後の布石として築いた城です。

　元々、尾張国には那古野城という織田家の居城がありましたが、織田信長は天下統一を

目指すため清須城に拠点を移し、那古野城は天正10年(1582年)ころには廃城となりました。

清州城は、慶長12年(1607年)頃には徳川家康第九子の徳川義直（御三家筆頭尾張徳川家

の始まりとされます。）が治めていましたが、大軍を収容できる規模がなく、五条川に臨む

低地にあるため、しばしば水害にも見舞われていました。

　そのため、徳川家康は豊臣方との緊張が高まる中、慶長14年(1609年)11月16日に駿府に

おいて、清州城に変わり那古野城の跡地周辺に名古屋新城を築城することを正式に発令し

ました。

　天守閣は桃山時代のものとは異なる層塔型と呼ばれる新しい構造になっており、いただ

きには、金板でおおった一対の鯱が載っています。鯱には水を呼ぶという伝説があり、火除

けのため天守閣上に載せるようになったと言われています。金鯱には、慶長小判で17,975両

分(金量約270キログラム)の金が使用されたと伝えられています。

　1930年（昭和5年）に天守閣が国宝に指定されましたが、1945年（昭和20年）の空襲で焼

失しました。1957年（昭和32年）に、名古屋市制70周年記念事業として再建が開始され、市

民からの寄付も受けて1959年（昭和34年）10月1日に竣工されたものが現在の天守閣です。

参考文献 ： 
・名古屋城公式Webサイト（https://www.nagoyajo.city.nagoya.jp/）

参考文献
真田宝物館●URL　 http://www.sanadahoumotsukan.com/

麹町界隈わがまち情報館●URL　 http://koujimachi.net/

-表紙写真のご紹介-

アクセス

■地下鉄　名城線 「市役所」 下車 7番出口より徒歩 5分
■車　名古屋高速1号楠線 「黒川」 出口から南へ8分
　　　名古屋高速都心環状線 「丸の内」 出口から北へ5分

■地下鉄　名城線 「市役所」 下車 7番出口より徒歩 5分
■車　名古屋高速1号楠線 「黒川」 出口から南へ8分
　　　名古屋高速都心環状線 「丸の内」 出口から北へ5分

名古屋城
場所：愛知県名古屋市中区

真田濠

表紙写真：○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

写真１　真田濠（上智大学グランド）

写真２　寄贈による桜並木

ま ごめじゅく

　真田濠（真田堀）は､江戸城最後の工事として徳川家光が寛永13年（1636）の天下普

請の際に、現在の四ッ谷駅周辺の四谷見附橋から喰違見附までの区間を開削したお

濠で、上田藩主の真田信之らに命じて開削させたため、その名がつきました。

　江戸城西側の都市形成の骨格を築いた一大事業であり、江戸城外濠の中でも高い

台地にあることから、江戸城防御の最大の要でもありました。

　明治時代における鉄道の開通や戦災瓦礫の廃棄場となったため、昭和24年（1949）

濠は埋め立てられ、現在この区画は北半分が四ッ谷駅、南半分が上智大学のグラウン

ドの敷地になっています。

　濠の内縁の土手上は遊歩道となっており、春には桜が咲くので絶好の散策スポット

になります。

　この桜は、昭和30年代に上智大学の学生有志や、紀尾井町の料亭からの寄贈によ

るものです。

　土手の遊歩道の終点が喰違見附跡となり、眼下には再び水面（弁慶豪）が現われ

ます。周囲には迎賓館や赤坂御用地などがあります。
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